
● 建設産業委員会 ● 新中学校建設特別委員会

　今回の委員会では、新中学校の開校時に中学生
になっている現在の小学6年生と中学1年生の児
童生徒及びその保護者に対しそれぞれ説明会を
実施していることの報告がありました。また、ス
クールバスにかかる現在の検討内容について報告
があり、委員からは生徒の安全安心に関する意見
とともに、学校行事や部活動など、想定される状
況に対応できるのか、様々な質問と提案、要望が
ありました。

 ◆ 市民会館管理運営費【244万1,000円】
　市役所3階のベランダ部分にコンクリート片
の剥がれが見つかったことにより、コンクリート
の状況を調査します。
委員　会館調査委託料の237万6,000円はほと
んどが足場の費用になってしまうのでは。であ
れば、調査委託をせず、剥がれた個所の塗装を
すぐ行えば良いのではないか。
理事者　足場だけでなく、スカイマスターなど
使いながら、まずは会館の老朽化も含めてしっ
かり調査したい。
　1967年（昭和42年）の設置から58年が経
過していることもあり、長寿命化や老朽化への
対策が今後も必要となります。

 ◆ 獣害支障樹木伐採業務委託料・獣害
 　 支障樹木伐採奨励金
　クマを人の生活圏内に誘引しないようにする
ため、人の生活圏に生育している柿等の実のな
る樹木伐採の実施や、伐採費に係る奨励金の交
付を行います。

 ◆ 幼稚園施設管理費【831万4,000円】
　成器南幼稚園の閉園後、有効活用するため用
地の境界確定業務を行うと説明されました。
委員　今、境界確定測量をする必要があるのか｡
理事者　道路敷地は分筆する必要がある。
委員　分筆したいところのみ、測量を実施して
はどうか。
理事者　現在は座標確定を行わなければ、分筆
することができない。

　　市の企業助成は新規立地主体だが、公共設
備の修繕と同様に、民間既存産業の改修修繕に
財政制度的支援ができないか伺う。
　　市の経済基盤を形成する地域産業の維持・
発展は非常に重要である。現行の国・県補助制
度は、生産性向上や省エネ化など新たな投資や
機能強化を伴うものが対象だが、市としては事
業者の要望を伺う中で、現行制度や企業振興助
成金で対応できるものがないかを確認するなど
伴走支援を行い、既存制度の積極的な活用を促
していきたい。
　同時に、事業者のニーズや課題について把握
に努め、社会情勢や国・県の動向等も踏まえた
上で、新たな支援策を商工会議所と連携して検
討していく。
　　市の英語教育は、先進的な取り組みが高く
評価されてきた。現在の指導体制の運用状況と
指導内容及び方針を伺う。
　　市では、小学校3・4年生で週1時間、5・
6年生で週2時間の外国語教育を実施してい
る。外国語指導助手（ALT）2名と外国語活動
支援員2名が各1名ずつペアとなり、市内9校を
巡回し、担当教員とのチームティーチングによ
り授業を行っている。ALTは発音や英語表現を
正しく伝える等、英語コミュニケーションの基
礎となる資質・能力の育成に努め、外国語活動
支援員は授業内容や指導方法について教員と
ALTの橋渡し役となっている。
　また、国際交流員2名が幼稚園や小学校等を
訪問し、英語圏の文化に触れ英語に親しむ機会
を提供している。
　このように、就学前の幼児から小中学校まで
英語に触れ学ぶ機会を充実するとともに、勝山
高校に対しても来年度から英語を公用語とする
国への海外研修旅行費用の補助を始める。今後
も英語に触れる環境をさらに充実し、英語活動
や英語教育に取り組んでいく。

一般質問  議:議員／理:理事者

　　持続可能な勝山市を実現していくために、
地域と多様な関わりを持つ『関係人口』をいか
に創出し、定住へとつなげていくのか。
　特定地域づくり事業協同組合は、市内事業者
の仕事を組み合わせ、年間を通じた仕事を創出
することにより、人材を派遣する仕組みである。
この組合を設立して関係人口を創出するべき。
　　関係人口は移住よりハードルが低く、地域
の持続性を高める重要な存在である。建築分野
の学生が関わった空き家改修や、新年度に計画
している恐竜キャンプ（仮称）など、若い世代
が関係人口として参画する活動を単発で終わら
せず、継続を図りたい。今後は県立大学恐竜学
部生をメインターゲットとして一緒にまちづく
り活動に取り組むことを検討しており、地域と
の関わりの中で勝山市の魅力を感じた学生が移
住・定住につながることを期待している。
　人口減少や担い手不足は本市においても深刻
であり、人材確保は重要な課題である。市内企
業との意見交換では人材不足の声が多く、企業
間連携への意欲も見られた。特定地域づくり事
業協同組合設立の動きはないが、メリットがあ
ると考えている。一方で課題もあるため、関係
団体と連携し研究していく。
　　高齢等の市民の方の葬儀・納骨・財産等と
いう課題について、あらかじめ解決を図り、元
気なうちから人生の最期を考える“終活”の支
援事業と、緊急連絡先や遺書の保管場所などを
自分の意志で市に登録し、万一の時に本人に代
わって応えることで本人を救援する終活登録を
行うべき。
　　高齢化や独居世帯の増加により、終活の取
り組みは重要である。地域包括支援センターで
は、福井県版エンディングノートを活用した終活
の普及啓発を継続しつつ、高齢者の実態に応じ
た終活への支援体制の構築に取り組んでいく。

● 地元企業の持続に対する施策について
● 勝山市の英語教育について
その他の質問
・介護施設の災害備蓄について

一般質問  議:議員／理:理事者

● 関係人口について
● 福祉政策について
その他の質問
・成年後見制度について
・市民後見人について

● 予算委員会

　令和７年度勝山市一般会計補正予算（第3号、
第4号、第5号）について審査を行い、可決するこ
とに決しました。

 ◆ 上下水道料金制度審議会の開催状況に
ついて

　第7回までの審議会を終えて、上水道は基
本・従量料金を1.3倍、下水道は1.14倍とする
案で今後の審議を継続していくとの説明があり
ました。また、負担金は廃止して加入金と統合
し、口径別加入金を一律7万7,000円増額する
方針が示され、委員からは賛成の意見や、口径
の大きさに応じた加入金の増額幅について意見
が出されました。

行政視察報告
　令和7年11月10日から12日にかけて、和歌山
県橋本市、有田市、岡山県高梁市にて行政視察
を行いました。内容は以下のとおりです。
・橋本市「企業誘致の取り組みについて」
・有田市「新規就農支援の取り組み（AGRI-LINK
　IN ARIDA）について」
・高梁市「移住・定住促進について」
　橋本市では、企業誘致後も定期的な意見交換
の場を設け、操業状況や課題を把握しながら、
必要に応じた支援を行っていました。有田市で
は、民間事業者と連携し、研修体制や住居の確
保を含めた就農環境の整備を進めており、新規
就農者の受入れから定着までを見据えた支援が
行われていました。高梁市では、空き家を活用
した移住支援に取り組み、物件の掘り起こしか
ら入居後の相談対応まで、一連の支援体制を構
築していました。
　いずれの自治体においても、制度の整備に加
え、担当部署が関係機関や地域と連携しながら
運用している点が確認されました。人口減少や
担い手不足といった課題に対し、各地域の実情
に応じた取り組みが進められていました。

　審査の結果、議案3件について全て可決しました。
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